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「第 72 回定時株主総会招集ご通知」の一部訂正について 

  

当社「第 72 回定時株主総会招集ご通知」のうち「事業報告」の記載事項の一部に訂正すべき事項

がありましたので、謹んでお詫び申し上げますとともに、下記のとおり訂正させていただきます。 

 

記 
１． 訂正箇所 

【第 72 回定時株主総会招集ご通知 17 頁】 

事業報告 １.企業集団の現況（1）当連結会計年度の事業の状況 ①事業の経過及び成果 

 

２． 訂正内容 

（下線は訂正部分を示します。） 

訂正前 訂正後 

以上の結果、当連結会計年度の経営成績に

つきましては、受注高は土木事業における契

約が翌年度へずれ込んだことなどから 297 億

３千５百万円（前連結会計年度比 17.7％減）、

売上高は手持工事が順調に進捗したことなど

から 285 億６千６百万円（前連結会計年度比

6.4％増）となりました。なお、手持工事高は

過去最高の 526 億５千８百万円（前連結会計

年度比 2.3％増）を確保いたしました。利益に

つきましては、売上高が増加したことなどか

ら、営業利益は５億６千４万円（前連結会計

年度比 155.1％増）、経常利益は５億５千万円

（前連結会計年度比 143.3％増）となりまし

た。また、国道拡幅に伴う土地の収用に係る

補償金を特別利益に計上したことなどによ

り、親会社株主に帰属する当期純利益は４億

１千５百万円（前連結会計年度比 236.2％増）

となりました。 

以上の結果、当連結会計年度の経営成績に

つきましては、受注高は土木事業における契

約が翌年度へずれ込んだことなどから 297 億

３千５百万円（前連結会計年度比 17.7％減）、

売上高は手持工事が順調に進捗したことなど

から 285 億６千６百万円（前連結会計年度比

6.4％増）となりました。なお、手持工事高は

過去最高の 526 億５千８百万円（前連結会計

年度比 2.3％増）を確保いたしました。利益に

つきましては、売上高が増加したことなどか

ら、営業利益は５億６千４百万円（前連結会

計年度比 155.1％増）、経常利益は５億５千万

円（前連結会計年度比 143.3％増）となりまし

た。また、国道拡幅に伴う土地の収用に係る

補償金を特別利益に計上したことなどによ

り、親会社株主に帰属する当期純利益は４億

１千５百万円（前連結会計年度比 236.2％増）

となりました。 

 

以 上 


